
長崎大学附属小学校との交流
一修学旅行を中心にして(第6学年)-

羽場邦子・上之園強・大松恭宏・中島美智子

1　はじめに

本校の総合的な学習(人間領域)の目標は「人と人との関わりを通して,自分自身を見つめ,人

間として共によりよく生きようとする子どもを育てる。」である。それを受けて高学年での目標を「多

様な人々との関わりの中で,国際的な視野に立って,身近なところから自分のよさを伸ばしていこ

うとする。」としている。この目標を達成するためには,実際に人と関わる体験を中心に据えなけれ

ばならないと考える。そこで,本年度は学校行事である「修学旅行」を活用し,違う地域に生活す

る同学年との交流の時間を設定した。「ヒロシマ」と「ナガサキ」に住む子どもたちとの交流は,心

の交流にとどまらず「平和」に対する思いや願いに発展していくものと考える。

本校の6年生は,自分の思いを大切にして行動し,非常に活動的である。一人一人を見ると,や

さしさや思いやりを持ち,価値あるものを求めて生活している。しかし,子どもたちを取り巻く環

境を見ると,残念ながら時間に追われ,日々ゆとりを感じて生活しているとは言いがたい。時の流

れや情報の氾濫が,ともすれば,子どもたちの「自分自身を見つめる場」「他者との関わりの中で学

ぶ場」を見失わせている。また,家族構成の変化や校区の広さが,子どもたちの人とのふれあいの

場や時間をなくしていることも考えられる。

そこで,長崎大学附属小学校との交流を単発的なものとするのでなく,2回の交流を中心に,計

画・ふりかえりの時間を設定し,年間を通した交流にしていきたいと考える。交流の内容も子ども

たちが考えることにより,主体的な活動にしていくとともに,個人の興味や関心の継続を図ってい

きたい。このことが,学校・学年を通しての交流を今後の個人の交流へと自然に発展させていくも

のと考える。この計画・実行・ふりかえりの一連の活動が将来の子どもたちの人とのかかわりに向

けてのきっかけづくりになればと願っている。

2　活動のねらい

(1)交流の目的を自分なりに持ち,計画的に活動する意欲をもつことができる。

(2)交流を通して,他の人の考え方や生き方を感じ取ることができる。

(3)グループで活動することを通して,人との関わり方についての考えを持つことができる。

3　活動の実際

第一次　7月下旬「広島での交流に向けて」

○オリエンテーション　・交流の目的を確認し,班編成を行う

○手紙の交換

○交流会の計画

・運動会の色別応援の練習風景VTRを送る

・班ごとに,あいさつと自分のPRを手紙にして送る

・自己紹介カード(名刺)作成

・全体でのあいさつ

・広島の街を案内しよう

班　D　歩くコースを決める(資料:水の都広島)

班ごとの撮影計画
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個人0　平和,広島自慢を調べる

原爆について,原爆慰霊碑,平和公園,味自慢,人自慢

建物自慢,おみやげ自慢　など

第二次　9月4日「広島での受流」

〇日的　　広島の街を案内し,「原爆」のことについて語り合うことを通して,長崎大学附属小学

校の6年生と交流を深めるとともに,平和について考える学習の場とする。

○日程　(1)ようこそ長崎大学附属小学校のみなさん

(2)初めまして広島大学附属東雲小学校のみなさん

(3)グループ顔合わせ会,名刺交換と昼食

(4)広島散策(グループ毎に)　広島城0平和公園

(5)原爆資料館見学

(6)長崎での再会を約束して

第三次　9月下旬～「長崎での交流に向けて」

○交流会の計画　　　　　e全体でのあいさつ,平和宣言,献花について

○長崎について調べよう　・個人で平和(広島と長崎),長崎について調べる。

○手紙での案内

原爆について,原爆慰霊碑,平和公園,味,みやげ,人物,建物

など(インターネットの利用)

・長崎での計画について班毎に連絡

。長崎散策コースについて

第四次10月13日　『長崎での交流』

〇日的　　長崎大学附属小学校の6年生との交流を通して,その地域の文化に触れ,学校の枠を

越えた豊かな人間関係を築く。

○日程　(1)ようこそ広島大学附属東雲小学校のみなさん

(2)また会えました長崎大学附属小学校のみなさん

(3)平和宣言,献花

(4)グループ再会

(5)長崎散策(グループ毎に)

コース学習1(原爆資料館付近),昼食,

コース学習2(グラバー園,大浦天守堂付近)

(6)今後の交流を楽しみに

①　再会のあいさつをし,平和宣言と慰霊碑　　②　久しぶりの出会い。名前を覚えているか

ー290-



③　2回めの出会いだけど,私たちはもう仲

良し!次は資料館へ。

⑥　市内電車で大浦天主堂へ。まちがいなく

たどりつけるかな?ちょっと不安,電車は?

⑦　大浦天主堂をバックに一休み。さす

がに歩きすぎて疲れ気味?

④　何が書かれているのかな?何を訴えよう

としているのかな?

⑤　さあいよいよ,次は昼食。長崎名物「皿

うどん」だ。

⑧　グラバー邸にて。今日は一日楽しかった

ね。また,いつか会えるといいね。
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⑨　「ありがとう」

「さようなら」

「元気でね」

「また,きっと会えるよね」

第五次11月中旬「長崎大学附属小学校との交流を通して」

〇日的　　2回の交流を通して学んだことを,自分なりの衷現方法で長崎大学附属小学校の友達

に伝えることに意欲を持って活動することができる。

○調べたり,見学したりしたことを記録に残そう

○お気に入りの写真にコメントをつけて送ろう

○これからも交流を深め続けよう

二二三二二三、二三三..~I って送ります。昼休憩も大休憩もつぶしてやっとのことでできまし

た。原爆にあったときの苦しみや悲しみが「ヒロシマとナガサキ」で共通しています。これか

らも後世に伝えられるように,しっかりと原爆のことを学びたいです。

たくさんの時間をかけて5人でつくった千羽鶴を見て思ったことは,長崎附小の人に広島の平

和への願いが伝わったらいいなということです。世界でただ2か所だけ原爆が落とされたヒロ

シマとナガサキが,今まで以上に平和を願うという点でつながればいいと思います。

Kさんが「千羽鶴をおろう」と言った時,とてもいいアイディアだと思いました。戦争はもう

二度としてはいけない。世界から「戦争」という言葉を消さなきゃと思っていたので大賛成で

した。…。

4　おわりに

広島で1度,長崎で1度,グループ毎に街を散策した子どもたちは,「教室だけでする授業とは全

然味の違う楽しく夢のある時間にしよう」と第五次の時間に取り組んでいった。その中には,学校

紹介のビデオ撮り・学校や自分たちの写真を撮ってコメントをつける・自分たちの思いを手紙に込

めて送る・平和の祈りを込めて折り鶴と手紙を送る・今まで調べてきた広島や長崎のことについて

さらにくわしく調べてまとめる…というように,それぞれのアイディアや思いを込めた活動が見ら

れた。初めは,顔も知らない,声も聞いたことがない長崎の6年生との交流ということで,何をど

うしようかという戸惑いも感じられたが,年間を通しての交流ということ,互いの修学旅行を利用

して実際に出会うということで,徐々に心もうちとけ相手を意識した活動が計画できるようになっ

てきた。また,手紙のやりとりをしたり,年賀状を交わしたりと,学校を離れて個人的な交流に発

展している子どももいる。

本実践は,修学旅行を活用し違う地域に生活する同学年の子どもたちとの交流を設定した。一連

の活動を通して子どもたちは人と関わることのよさに気づき始めているのではないかと考える。今

後も,人との関わりの中から自分を磨くことのできる子どもをめざして,時間と場の設定をしてい

きたい。
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